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比較 ･分類思考による小学校社会科の授業改善
一中学年地域学習の単元開発を通して一
桑原 敏典 ･ 松本 憤平* ･ 晃山 力**
本研究は,比較 ･分類思考を取 り入れることにより,地域社会の特色を捉えさせることを
目指した小学校社会科地域学習の単元開発研究である｡中学年の社会科は,一般に地域学習
と呼ばれており,地域産業や地域の消費生活についての学習が行われる｡学習過程において
は,児童自身が調べ学習を行い,調べた事実から人々の努力や工夫を取 り出し,人々と自分
の生活との関連を見出すことが中心となる｡このような学習においては,習得される知識が
表面的なものにとどまり,地域-の愛着という態度目標によって認識が閉ざされると言われ
ている｡このような問題点の克服を目指し,本研究では,商店,スーパー,地域の市場の三
者の特色を比較 ･分類させ,それぞれの機能や働きと販売 ･消費に関する社会のしくみにつ
いて理解することで地域社会とは何かを把握させる単元を開発した｡
Keywords:比較 ･分類思考,小学校社会科,地域学習
(.はじめに-問題の所在一
平成20年版小学校学習指導要領解説社会編には,
第3,第4学年の目標(1)として,｢地域の産業や消
費生活の様子,人々の健康な生活や良好な生活環境
及び安全を守るための諸活動について理解できるよ
うにし,地域社会の一員としての自覚をもつように
する｣ユ)と述べられている｡
中学年社会科は,一般的に地域学習とよばれてお
り,そこで行われる地域産業や消費生活の学習にお
いては,近所の小売店や商店街,スーパーマーケッ
ト,コンビニエンスス トアなどが取 り上げられてい
る｡そして,目標(1)と,併せて目標(2)の ｢地域社
会に対する誇りと愛情を育てるようにする｣2)によ
って,小売店や商店街の様子を調べることで,そこ
で働 く人々の努力や工夫に気づき,児童一人ひとり
が地域社会の一員であり,よりよい社会を実現して
いくために努力していかねばならないことに気づか
せ,身近な地域への愛着を育てることが目指されて
いる｡学習過程においては,児童が商店街の調査を
行い,調べた事実から人々の努力や工夫を取り出し,
人々と自分の生活との関連を見出すことが重視され
る｡このような学習においては,習得される知識が
表面的なものにとどまるということに加えて,地域
への愛着という態度目標によって地域社会に対する
認識が閉ざされると考えられる｡
本研究では,以上のような地域学習の問題点を克
服するために,比較 ･分類思考を取り入れた単元開
発を行った｡商店街と大型スーパーマーケットなど
の事象を特色を取 り出して比較 ･分類を行うことに
より,その類似点 ･相違点に着日させ,地域社会と
は何かを捉えさせることを目指すのである｡
比較 ･分類思考を取 り入れた単元開発は,関浩和
氏によって行われている｡関氏は,比較 ･分類思考
を学習の中心に据えることによって,｢子どものも
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桑原 敏典 ･ 松本 憤平 ･ 見山 力
つ既有の知識を体験的活動によって得た ｢気づき｣
(発見的認識)を教師の思考を喚起する働きかけに
よって再構成できる｣ 3-授業になると述べている｡
つまり,教師が,児童に比較 ･分類思考を行なわせ
ることを意図した発間や働きかけを行うことによ
り,学習事象に対して多様な認識を形成することが
できるのである｡そして,児童の認識を探化させる
ことにより,その事象に対して児童が持っていなか
った見方や考え方を引き出すための ｢おや,おかし
いぞ｡｣,｢こうにも見えるよ!｣,｢こんな〇〇〇だ
ったらいいな｣という発想を喚起することができる｡
これが,比較 ･分類思考を中核とした授業づくりに
おいて目指されていることである4)｡
このような関氏の論をてがかりとして,単元 ｢地
域のお店って何だろう｣の開発を行った｡比較 ･分
類思考を行なうことによって,地域,自分のまわり
の社会事象に対しての既知の見方を発展させ,新た
な見方 ･考え方を獲得させるのである｡地域-の愛
着,地域社会の一月としての自覚を養うのではなく,
地域という概念の習得が目標である｡
以上のような視点から,本単元 ｢地域のお店って
何だろう｣では,比較 ･分類思考を行った上で,そ
こで明らかとなった特徴を総合化するという学習を
展開した｡商店やスーパーなどの類似点 ･相違点を
考えさせ,明らかとなった特色から地域の概念を導
き出すことが開発単元の目標である｡
日 学習方法論としての比重交･分頬思考
関浩和氏は,著書 『｢総合的な学習｣につなげる
創造型生活科授業の構想』の中で,創造型の生活科
授業づくりにおいては,比較 ･分類思考が中核とな
ると述べている5)｡
創造型生活科の授業とは,子どもの既有の知識や
｢やってみたい｣という想いをもとに,教師が子ど
事実 ｣ 既有の知識 トー
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ゾーニング
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気づき (発見的認識)･再発見l
トー タル･プランニング
もの思考を喚起させる発間をしたり,学習活動をさ
せたりすることにより,｢おや,おかしいぞ｡｣,｢こ
うにも見えるよ!｣と子どもに気付かせ,｢こんな
〇〇〇だったらいいな｣と考えさせるものである｡
授業構成においては,子どもの ｢気づき｣が重要な
ものとなるが,子どもの気付きや発想の手助けをな
すのが,比較 ･分類思考である｡関氏は,このよう
な思考について次のように述べている｡
比較とは,いくつかの対象を対照して,それら
の間に差異や類似を見つけ出すことである｡ま
た,分類とは,特定の基準や観点にしたがって
いくつかの対象を差異や類似により分けること
である｡この2つの方法は,無関係ではなく,
分類をしようとすればその前提として比較を必
要とする6)｡
つまり,事象同士の差異や類似点を見つけ出す比
較と,それらの事象をさらに詳しく差異や類似に基
づいてわけるための分類と言うことができよう｡そ
して,比較は,①事物 ･事象間の比較,②空間的な
比較,③時間的な比較に,分類は,①知覚的属性に
よる分類,②抽象的判断基準による分類,③機能的
属性による分類にそれぞれ分けられると関氏は述べ
ている7)｡
比較の方法について,①事物 ･事象間の比較は,
スーパーマーケットとコンビニ,電器店と飲食店を
比べたりすることによって共通点や相違点を見つけ
出すものである｡また,②空間的な比較は,自分の
まちを他地域と比べるもの,⑨時間的な比較は,今
のまちの様子とむかしのまちを比べたり,季節によ
ってまちがどう変わるか比べたりするものである｡
分類の基準については,①知覚的属性による分類
は,コンビニを小さいとか家から近いなどと分類す
るものであるo(参抽象的判断基準による分類は,コ
ンビニを便利なものとして位置づけたり,買い物
創造 ｢やってみたい｡｣
l
｢できる｡｣
l
｢おや,おかしいぞ｡｣
l
｢こうにも見えるよ!｣
l
｢こんな○○だったらおもしろい｡｣
l
｢また,やってみたい｡｣
◆
気づきの再構成 (創造的思考)
図1 創造型生活科授業における子どもの意識の流れ (関浩和 (1997年)より引用)
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ができるから楽しいと分類したりするものである｡
③機能的属性による分類では,コンビニはお店の仲
間であるとか,建物の仲間であるとか位置づけるも
のである｡さらに,これらの分類を組み合わせて,
コンビニは,近くにあって買い物をするところ,と
ても小さなお店だけどいつでも買い物できる便利な
もの,などと分類させ,比較 ･分類の思考を深化さ
せることができる｡比較 ･分類思考を行なわせるこ
とにより,コンビニに対するさまざまな見方が得ら
れるといえるだろう｡教師が,発間や働きかけを行
うことにより,コンビニに対して,子どもが様々な
角度からの認識を形成できるようにするのである｡
同様に,まちにある他の施設や建物に対しても,比
較 ･分類思考を行なわせることにより,｢おや,お
かしいぞ｡｣,｢こうにも見えるよ !｣と,その事象
に対して子どもが持っていなかった見方や考え方を
引き出し,まちの中にある施設や建物の目的や存在
意義に気づかせていくのである｡
以下,関氏の単元を二例取り上げて具体的に検討
していくことにしよう｡
① 生活科 ｢ランドマークを見つけよう｣
この単元は,第2学年において行われる大単元で
あるが,1年時に行われる単元｢がっこうたんけん｣,
｢公園へ行こう｣とも関わりをもつ単元である｡こ
れについて,関氏は,｢第2学年では,さらに社会
的空間を広げて考えてみることを構想している｡つ
まり,学校から学校のまわり,市の中心部への広が
り,公園から駅,｢子ども科学館｣,｢子ども図書館｣
などの公共施設へと広げていくのである｣8)と述べ
ている｡学校に始まり公園など学校回りの施設,ま
ち,市-と子どもの活動空間を拡大させ,その中で,
｢調べる,集める,探す｣などの活動を行い,比
較 ･分類思考を通して,ランドマークを見つけよう
という単元であるといえる｡
単元は,単元 1 ｢町たんけん｣,単元2 ｢のりも
のにのって｣,単元3 ｢〇〇〇のランドマーク｣か
ら成る｡単元1｢町たんけん｣において,子どもた
ちは,学校まわりを班で探検することで情報収集を
行い,公園,遊園地,デパート,商店街などのラン
ドマークを見つける｡そして,それらのランドマー
クにどういった意味があるのか,考えることにより,
｢平和のためのもの｣,｢自然環境のもの｣,｢楽しむ
ためのもの｣などに比較 ･分類していく｡単元 2
｢のりものにのって｣では,バス,タクシー,自転
車,飛行機などさまざまな乗り物を,公共性,目的
などの基準にもとづいて比較 ･分類する｡そして,
実際に乗り物を利用し町たんけんを行なう｡続く単
元3では,生活科の最終ステージであることを踏ま
え,ここまで学習してきたランドマークの見方を一
般化し,その見方を自分に適用することで,｢こん
な自分だったらいいな｣と考えさせることが目標と
なる｡
ランドマークについて,関氏は,｢目立つ建物,
塔,看板,公園など認知地図の中で目印になるもの
が総称してランドマークと言われている｡町の中に
ある目印になるものが,ランドマークであるが,そ
れを見つけることができれば,広島市全体でランド
マークになるものを見つける｡そして,広島あるい
は,日本でもランドマークを考えてみる｣ 9) と述べ
ている｡学校まわりの地域のたんけん,乗り物にの
って出掛けるより広い地域のたんけんの中で,事象
を比べ,分けることにより,ランドマークを見つけ
る学習を行うのである｡
また,関氏は,次のようにも述べている｡
その一方で,自分のランドマークについて考え
てみる場を設定する｡自分の目立つところ,い
いところ,個性をどんどん見つける｡- (中略)
-･そして,｢自分が自信を持ってできることは
何か｡｣｢自分がアピールできるものは何か｡｣
｢どんなことでもこれだけは･･-･｣というのが
誰にでもある｡そのよさを見つけることが大切
であると考えているln'｡
自分のランドマーク,という特徴ある表現が用い
られている｡つまり,人 ･ともだちと比較して,あ
るいは自分が持っているいろんなよさを比較して,
自信だと思えること,これぞ自分のよさだと考える
ことのできるものを見つけるのである｡先述した,
｢こんな〇〇〇だったらいいな｣という関氏の考え
る生活科の目標の最終段階にあるものとして,｢こ
んな自分だったらいいな｣,｢自分は,この二年間で
こんなに成長してこんなことができるようになっ
た,こんなよさが出てきた｣という自分のランドマ
ークを探すことが目標となっているのである｡
② 中学年社会科 ｢コンビニから見える社会｣
本単元はコンビニを教材として扱い,社会の構造
を認識させようとする単元である｡｢コンビニにお
ける機械化 (店舗システム),組織化 (フランチャ
イズ制),情報化 (徹底した商品管理システム),秤
学 ･技術化 (物流システム),大衆社会化 (商品の
ライフサイクルの短命化)などに着目し,その裏側
にある社会問題に少しでも迫り,社会がわかる,考
える社会科授業を設計したい｣1)と関氏は述べてい
る｡コンビニの販売システムについての学習を通し
て,現代社会の問題点にまで視野を広げようとする
授業である｡
第1次 ｢｢コンビニ｣ってどんなお店 ?｣におい
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ては,立地的 ･時間的 ･商品的な便利さを追求した
お店がコンビニであることを理解し,｢コンビニに
なぜ,たくさんのお客が集まってくるのだろうか｣
を全体の学習問題とする｡そして,｢いつごろから
コンビニはあるのか｣-歴史についての問い,｢お
弁当やおにぎりはどこにあるのか｣-売り場づくり
についての問い,｢売れ残った商品はどうなるのか｣
-問題点についての問い,というように,問いを分
類していく｡
第2次 ｢コンビニのひみつ｣では,第1次におい
て設定された問いについて,売り場づくりの方法,
徹底した情報化による商品管理システムなど,コン
ビニの販売のしくみについて学習していく｡売り場
づくりの工夫について,既に学習したスーパーマー
ケットやデパートでの知識を振り返り,コンビニと
比較する｡デパートやスーパーの売り場づくりでさ
れていたシャワー効果,噴水効果というものはコン
ビニでは行われているのか,と考え,既習の販売の
工夫と比べることにより,コンビニの販売形態につ
いて理解を深めることを目的とする｡
第3次 ｢わたしたちのくらしとコンビニ｣では,
ここまで学習したコンビニの販売の工夫のうらにあ
るコンビニの問題点について学習する｡第2次まで
で明らかとなったコンビニのひみつのかげにある問
題点を明らかにし,そこから視野を広げ,現代社会
の問題点に目を向ける｡
生活科 ｢ランドマークを見つけよう｣,社会科
｢コンビニから見える社会｣の2つの単元から,関
氏の比較 ･分類思考について分析した｡比較 ･分類
思考の性格がより明らかになのは,単元 ｢ランドマ
ークを見つけよう｣においてであろう｡
関氏の考える比較 ･分類思考とは,学習方法 ･手
段としてのものであると考えられる｡バスを車の仲
間と考えるか,あるいは,みんなが利用できる (公
共性のある)乗りものであると捉えるのか｡また,
スーパーマーケットについて,その買い物をするた
めの場所であると考えるのか,それとも様々な施設
が入っている楽しい場所,遊べる場所であると考え
るのか｡比較 ･分類を行うことにより,事象の一つ
の側面のみに着目するのではなく,さまざまな面に
目を向けることができるようにする｡
そして,この比較 ･分類思考は ｢自分のランドマ
ーク｣を探すために行われる学習方法であるという
ことができる｡自分自身を他の友達と比べたり,自
分はどんなよいところがあるか考えたりする時に,
比較 ･分類思考を生かすことによって,｢こんない
いところがある｣,｢自分のこういう部分はこんなよ
さだといえる｣と,捉えることができるのである｡
事象に対し多様な捉え方をするように促し,それ
らを分類し,中でも最もその事象の特徴となってい
るというものから ｢〇〇〇とはこういうものであ
る｣,｢〇〇〇が自分のランドマークだ｣と解釈する
ことができるようにする｡その手段 ･方法となるの
が比較 ･分類思考であるといえるのではないか｡
Il 認識形成のための比較 ･分類思考
一単元 ｢地域のお店って何だろう｣の開発-
1.単元開発のねらい
以上の考察から,関氏の比較 ･分類思考は,学習
方法的な捉え方が強いことが明らかとなった｡｢自
分とのかかわり｣,｢こんな自分だったらいいな｣と
考えることを目的とし,そのために比較 ･分類を行
わせる,という手段的 ･方法的な性格をもつもので
あるとも言えよう｡このことに関して,関氏は次の
ように述べている｡
比較 ･分類とは,子どもが ｢自分のことがわか
る｣ことを目指すための基礎であり,その方法
を学ぶことが,｢学び方を学ぶ｣ことにつなが
る｡すなわち,比較 ･分類ができれば,関係づ
けたり,意味づけたりする思考のレベルが深化
できるのではないかと考えている｡子どもの思
考形成においては,子どもが既に有している知
識や意識と比較することによって,新しい対象
の認識が可能になる過程を繰り返している12)｡
関氏のいう比較 ･分類とは,事象同士の関係付け,
意味づけのための手段であり,方法である｡比較 ･
分類という学習方法によって,事象同士の関係づけ
をしたり,ある事象がその他の事象と比べてどうい
った特徴があるのかを理解したりすることができ,
｢〇〇〇はこういうものである｣,｢〇〇〇は,他の
ものと比べてこんな違いがある｣と考えることがで
きるのである｡
比較 ･分類がこうした位置づけになるのは,関氏
が生活科を中心に比較 ･分類思考を行なっているこ
とと無関係ではない｡認識形成よりも学び方を学ぶ
ことを目的とするという教科の特質をもつ生活科に
おいて,比較 ･分類は,事象の捉えかた ･意味づけ
かたであり,自分との関係付けかたであり,より広
い視野で物事をみる方法である｡関氏は,比較 ･分
類と社会科について,｢これは,社会科授業でも同
様であり,｢方法原理｣を学ぶことが重要である｡
｢方法原理｣を学ぶとは,探究的な学習の前段階を
学ぶことである｡子どもが授業で知識を蓄積してい
くことだけでなく,学んだことをどのように生かし
ていけるかということを目的にしなければならない
のである｣13)としている｡すなわち,社会科におけ
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表 1 単元 ｢買い物をする人々,売る人々｣の単元計画 (曳山力作成)
全13時 主な学習内容
大きく異なることを理解する○○買い物をする時に何を考えてするのかを考える○
○その理由を予想するo
○前川商店に見学をLに行く準備をする○
○見学の際の視点.質問を定めておくo
第3時 .○前川商店に見学に行く○
○MQに答える○
第二次 ○地図によって前川商店とジャスコ赤穂店の位置を確認し,自分たちの住んでいるところから
遠いことを理解するo
第 6,7時 ○ジャスコは違いのになんでお家の人は買い物をLに行くのだろうかo
第8-lo曝 ○ジャスコに見学に行く○
第11,12時 ○ジャスコの見学 (工夫や発見)のまとめをするo
○MQに答える○
る比較 ･分類思考もまた,生活科におけるそれと同
樵,学習方法としての性格が強いのである｡
しかし,生活科と異なり社会科は内容教科である｡
社会科においては,学習方法としての比較 ･分類思
考から,認識形成としての比較 ･分類思考-と転換
を図ることが必要となるのではないか｡本研究では,
比較 ･分類を行うことにより,社会認識の形成が可
能であるというモデルを示していきたい｡
2.先行研究の分析 ･評価一党山力開発単元 ｢買い
物をする人々,売る人々｣一
単元 ｢買い物をする人々,売る人々｣は,社会認
識形成のための比較 ･分類思考を取 り入れた授業と
して,備前市立日生東小学校教諭 ･見山力が開発し
たものである｡単元は,現行学習指導要領の第3学
年および第4学年の目標 ･内容の(2)に位置付 く｡
第3学年及び第4学年の目標と内容の2 内容(2)
に以下のように述べられている｡
地域の人々の生活や販売について,次のことを見
学したり調査したりして調べ,それらの仕事に携
わっている人々の工夫を考えるようにする14}｡
この販売の例として,小売店,スーパーマーケッ
ト,コンビニエンスストアなどの仕事が挙げられて
いる中で,先山は,教材として商店 (個人商店)と
大型スーパーを選んでおり,この理由として二点,
述べている｡第-に,地域 ･児童の実態である｡学
区にスーパーやコンビニエンスストアが無く,食料
品や衣料を買う場所が限定されているためである｡
第二に,両者が比較しやすいということである｡前
者は,距離が近く,地域に密着した商品があるが,
商品が少なくサービスがとても優れているとは言い
切れない｡一方後者は,距離が違いが,店舗が多い
ため商品が多く,様々なサービスによって買い物が
しやすいように工夫されている｡
単元は全13時間から成 り,単元計画は次の表の
ようになる｡
○単元名 ｢買い物をする人々,売る人々｣
○単元の構成 小学校三年生 全13時間
○単元の到達目標 商店と大型スーパーという身
近な事例を探究すること通して,異なる事象の
類似点や相違点に気付かせ,買い物をする消費
者のニーズと販売をする人の工夫を理解する｡
本単元において分類の思考を育成したのは,前川
商店のまとめをした第4,5時と,ジャスコのまと
めをした第11,12時であり,比較の思考を育成し
たのは,両者を比べる活動を行った第13時である｡
分類の思考育成は,前川商店とジャスコのまとめ
の時間に行った｡写真の横に見学で発見した個別的
な知識を書きこませ,それを黒板において,同じ視
点で言っている物同士を線でつないでいく｡それは
｢つまりどういうことか｡｣と問うてまとまりを作っ
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ていった｡分類の視点 (グループ分けの視点)は前
川では,｢仲間ごとに分けて陳列されているもの｣,
｢地域の人のため｣,｢お客さんのため｣など,一方
ジャスコでは｢多種多様な商品｣,｢多くの店がある｣,
｢家族で楽しむことができるような工夫｣などであ
る｡言葉については児童から出てくるようにしたが,
出てこないものは教師がまとめて分類を行った｡
比較の思考育成では,前川商店とジャスコのまと
めをふまえ,買い物をする際に必要となってくる視
点をあげ,両者の特徴をまとめていった｡視点は,
商品の種類,買いやすさ,地域の関わり,サービス,
行きやすさ,値段の6項目で比較していった｡今回
は意思決定までは児童に求めていなかったが,どち
らが自分にとってよいかをまとめている児童もい
た｡特に留意したのは,どちらが優れているかなど
を安易に決めるのではなく,それぞれの特徴に目を
向けさせることであった｡
学習の段階としては,第一に,前川商店,ジャス
コをそれぞれ学習する｡前川商店,ジャスコについ
て,それぞれわかったことを分類し,｢それは〇〇
〇ということ｣というように仲間分けする｡前川商
店,ジャスコの特徴を,それぞれの事象の中で明ら
かにするのである｡例えば前川商店についてのまと
めを行う第4時,5時において,｢味のあるパンは
下,食パンは上の方の棚に陳列する｣,｢ガムや飴は,
大人が取りそうなのは上,子どもが取りそうなのは
下に並べる｣というのは ｢仲間ごとに分けて陳列し
ている｣とまとめる｡同様に,｢地域でとれた果物
を売っている｣,｢(日生東小の)体操服を売ってい
る｣は,｢地域の人のためのもの (を扱っている)｣
とする｡
そして,第二段階として,両者の比較を行うこと
により,それぞれの特徴をより明らかにしようとす
る｡第一段階において明らかとなった前川商店,ジ
ャスコについてわかったことを比べることで,より
両者の特徴を明らかにするのである｡
3.地域概念の認識形成を目指した単元開発一単元
｢地域のお店って何だろう｣の開発一
見山の実践においては,商店と大型スーパーとを
比較 ･分類することにより,両者の特徴を明らかに
した｡特に,買い物をする消費者のニーズ,販売す
る側の工夫について明らかにしていた｡すなわち,
先山の単元においては,商品を売る側である,前川
商店と大型スーパーがそれぞれ,｢商品を仲間ごと
に分けて陳列している｣,｢地域の人のための商品を
置いている｣,｢安い価格でいろいろな商品を売って
いる｣,｢いろんなサービスを擢供して家族で楽しむ
ことができるようになっている｣などの工夫をして
おり,買い物をする側であるわたしたちは,売る側
の工夫と,自分たちが必要としているものとを踏ま
えてお店を選ぶ必要がある,という答えを導く,と
いう形をとっていた｡しかし,販売,消費について
の学習を通して,地域社会の特色を明らかにするま
では至っていない｡
そこで,晃山の単元 ｢買い物をする人々,売る
人々｣をもとに,｢地域とは何か｣わからせること
を目的とする単元 ｢地域のお店って何だろう｣を開
発した｡商店,大型スーパーそれぞれがもつ特色,
販売形態の工夫を認識させることを通して,地域の
概念を把捉させることを目的とする｡
個人の商店,大型スーパーについて学習すること
によって,それぞれの店と自分たちとのつながりが
明らかとなる｡自分たちがどういう目的 ･理由から
その店を利用しているのか,自分たちの地域にとっ
てその店がどういう意味やはたらさをしているのか
考えることにより,その店がもつ地域性とはどうい
うものであるのかを捉えさせていきたい｡
前川商店という個人の商店は,｢小学校の体操服
や名札など地域のひとのための商品を置いている｣,
｢距離が近く,家からすぐにいけるお店である｣,
｢昔から利用しているお店であるから,今も変わら
ず利用している｣,｢近所の人たちが集まる場所であ
る｣などの特色をもつ店である｡前川商店を中心と
する地域,前川商店から明らかとなる地域というの
は,｢距離が近く,家の近辺にあること｣,｢人と人
のつながりを感じることのできること｣などである
といえる｡
ジャスコは,｢衣食住,生活に必要となるすべて
のサービスを提供している｣という特色を持つ店で
ある｡衣食住,すなわち,食料品 ･衣料品 ･電気製
品 ･日用品その他あらゆる生活に必要となる商品や
サービスを提供してくれる店がジャスコである｡前
川商店は,自分たちの家から大変距離が近く,また
店の人,利用客とも顔を知った存在であり心理的に
も身近な店だといえる｡しかし,前川商店だけでは
日常生活上の必要なもの ･サービスを全て手に入れ
ることは不可能である｡生活に必要な商品 ･サービ
スを手に入れるためにジャスコを利用するのであ
る｡つまり,ジャスコのもつ地域性というのは,
｢衣食住,生活に必要なものを手に入れることので
きるため,地域の人にとって欠かせない店｣といえ
るだろう｡
見山の単元では,前川商店-地域にある身近な個
人商店,ジャスコ-少し離れた場所にある大型スー
パーという事象の捉え方に重点が置かれていた｡改
善案では,それに加えて,日生にある魚市場である
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五味の市を扱うこととする｡五味の市は,日生の漁
業協同組合によってつくられ,運営されている｡そ
こでは,日生で水揚げされたカキやアナゴ,シャコ
などが販売され,新鮮な魚介類を求めて県外からも
観光客がやってくる｡つまり,五味の市は,地域の
人が,地域の品物を販売するお店であり,日生にし
かない場所であるということができるだろう｡五味
の市からは,｢地域を支える産業を生かしているこ
と｣｢地域の人,特産物による,その地域にしかな
いよさをもっこと｣という地域性が明らかとなる｡
以上のように,前川商店,ジャスコ,五味の市の
三つの店の特色について,比較 ･分類を行い,考え
ることにより,いくつかの地域性 ･地域の概念が明
らかになる｡距離が近く,身近な店であり,近所の
人と出会えることが地域の店の条件であると考える
児童もいよう｡同様に,自分の生活に必要なものを
手に入れることができるのを重要であると考える児
童は,ジャスコを地域の店と考えるだろう｡また,
他の地域の人から ｢日生といえば五味の市｣と考え
られているように,日生にしかない,他に誇れる地
域のよさを持つのが地域の店であると考える児童
は,五味の市が地域の店であるとするだろう｡
これら,｢距離の近さ｣,｢人とのつながり｣,｢連
帯感｣,｢生活に必要なもの (物資)を提供してくれ
る｣,｢地域の産業｣,｢他にはないこの地域だけのよ
さ｣などは,いずれも地域がもつ特色であり,これ
らを合わせたものが地域であると考えられる｡比
較 ･分類思考により,前川商店,ジャスコ,五味の
市がそれぞれもつ特色 ･地域性が明らかとなる｡そ
して,それぞれから明らかとなった地域性を総合し
たものが,｢地域とは何か｣という問いに答えなの
である｡つまり,3つの事象の比較 ･分類を通して
明らかとなった,それぞれが持つ地域性を,最後に
合わせ総合することによって,地域とは何かという
認識が形成されるのである｡3つのお店を比較 ･分
類することにより,それぞれから特色を明らかにし,
それを総合化してひとつのものとすることにより,
小学校中学年にとって難解な地域という概念を捉え
させるのである｡
単 元 計 画 案
1.単元名 ｢地域のお店って何だろう｣
2.単元の目的
本単元の目的は,自分たちの地域にある店についての学習を行い,それぞれの店の特色を明らかにする
ことを通して,地域とは何か考えさせることである｡
3.単元の到達目標
この単元では,前川商店,ジャスコ赤穂店,五味の市という3つの店の特色を比較 ･分類思考により明
らかにし,それら3つの店の考察から導かれた特徴 ･特色を合わせ,総合化することにより,地域とは何
か考えさせることを目標とする｡3つの店の比較 ･分類を行うことによって,それぞれの店は異なる地域
性を持つことが明らかとなる｡｢ひととのつながり｣｢生活に不可欠なもの｣｢他にはないここだけにしか
ないよさ｣といったものは,いずれも地域に備わる機能であり,地域を考える際の条件となる｡3つの事
象について考え,それぞれから明らかとなる地域性を総合することにより,地域という概念の基礎を養う
ことを目標とする｡
4.単元の展開
過程 学 習 活 動 学 習 内 容 比較.分類思考
第 1次 ○自分 たちが よく行 くお店 を挙 ･子どもだけだったら前川商店によく買い物に行く○
1 げる○○3つのうち,｢地域のお店｣ ･大人と一緒に行く時は,草に乗って少しはなれたジャスコ 〇五味の市は,日生にある魚市場で,普段 あまり行くことはないo(予想)
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2345 ○前川商店についての学習問題 ･子どもは前川商店に買い物によく行っているの
を立てるoSQ1:｢なぜ,子どもは前川商店 に対し,大人はジャスコにいくことが多いo
･前川商店は,学校から徒歩ですぐの場所にある
商店であるo
･ジャスコは,岡山県ではなく隣県の兵庫県赤穂
市に位置し,車で約30分かかる○
･前川商店にみんなが買い物に行くのは,前川商
に買い物に行くのだろうか?｣○予想し,前川商店に見学に行 店になにかヒミツがあるからではないか○
(予想)
･価格が安いから○
く計画を立てる○見学に行く○見学の結果,わかったことを 近くて子どもだけで行くことができるからo
･自分たちが欲しいものがあるから○
･前時で考えた ｢前川商店のヒミツ｣でした予想
の視点をもとに,見学を行い,秘密やくふうを
探すo
ワークシートに結果をまとめる○ ○前川商店のヒミツ
まとめ,SQlに答えるo (見学してわかつたこと) (くふう)の分類の
･パンのコーナーでは,食パンは上の棚に,子ど 視点
もが取りそうな菓子パンは下の棚においてあるo 1.仲間わけ
･卵は数が同じでも,大きさが違うものが何種類 (パン,卵,ガム,
か売っている○ 野菜など)
･お菓子のコーナーは,100円以上の大人が買い 2.地域の人のため
そうな高いものは上の棚に,安くて子どもが買 (体操服,地域で獲
いそうなものは下の棚においてある○ れた果物)
･日生東小の体操服や名札を売っている○ 3.お客さんのため
･前川商店は,買い物がしやすいように商品を分 (卵,値札を表示)
類していたり,地域の人が必要なものを置いて
いたり,距離が近いために,子どもがよく買い
物に行くo
第2次 ○地図を用いてジャスコの位置 ･前川商店とジャスコ赤穂店の位置を確認する○○ジャスコのヒミツ
123,4 を確認し,学習問題を立てる○ ジャスコは,自分たちの住んでいるところから
SQ2:｢距離が違いのになぜ家の人はジャスコに買い物に行くのだろう?｣○予想し,ジャスコ 見学 遠いところにあるO･ジャスコのヒミツはなんだろうD
く計画を立 る○ジャスコに見学に行く○見学の結果,わかったことを (予想)価格が安いから〇商品 たくさんあるから〇多くのお店があって買い物以外もできるから〇見学に行 際の質問や視点を決めておく〇時 ジャスコのヒミツについて,見学を行い,
5 工夫を探す○
6 見学してわかつたこと)
まとめ,SQ2に答えるo ･ジャスコには,食料品以外にも服や電気製品, の分類の視点
おもちゃなどいろいろなものを売っている○ 1.多種多様な商品
･ジャスコの中には,靴屋,本屋,10円ショップ,2.多くの店がある
飲食店など,たくさんのお店があるo 3.家族で楽しむこと
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第 3次 ○日生 .五味の市についての学 ･五味の市は,自分たちの住んでいる近くにある ○五味の市のヒミツ123,45 習問題を立てるOSQ3:｢なぜ,五味の市には遠くからたくさん 人がやってくるのだろうか ?｣学習問題を予想し,見学に行 魚市場である〇には,ジャスコのように,遠 からたくさんの人がやってくる〇県外からも人がやって るo(予想)く計画 ○五味の市に見学 行く○見学してわかったことをまとめ, たくさんの種類の魚が売っているから〇価格が安い〇おいしい魚 あるから〇見学 視点や予想をもとに,質問したり,調べりするo見学してわかつたこと)
SQ3に答える○ ･五味の市では,日生で獲れた新鮮なカキやアナ の分類の視点
ゴ,シャコなどを安く売っているo 1,値段の安さ
･五味の市は日生町の漁業協同組合によって運営 2.新鮮な魚介類
されていて,地域の人が地域の特産物を売るこ 3.日生に密着してい
1 市を比較し,違いについてま それぞれ特徴がある○ 1.距離
とめるD○それぞれの特徴から,3つの ･距離 :前川商店,五味の市は近くにあり,ジヤ2.価格
スコは車で行かねばならない距離にある○ 3.サービス
･商品 :前川商店は体操服や名札など,地域の人々が必要となるものを置き,五味の市では地元の海で獲れた魚介類 買うことができるoジャスコは,食料品,服,電気製品 さまざまなものを扱っている〇｢〇〇〇だから,～～～が,地域のお店だと考 4.商品 など○分類の視点
うちどれが地域のお店といえ える｣という形にまとめる○
るか考える02 ○3つのうちどのお店が地域の 〇〇〇だから,の理由付けの部分をはっきりさせる･前川商店 :
お店であるというのにふさわ 昔から家の近 くにあるお店で,行ったら近所
しいか,またその理由につい の人に会っていろんな話ができるから｣一地域 1.人とのつながり
て発表し,話し合い,分類 し の人,身近な人とのつながりを感じられるお店2.距離
ていく○ ｢家から最も近いから｣一地域の中で距離が最 3.生活 (衣食住)に
も近いお店 欠かせない
･ジャスコ : 4.身近な (地元の)
｢食料品,脂,生活に必要なものが何でもそろ 産業
うお店だから｣一地域の生活に欠かせないお店5.自分たちのまちの
･五味の市 : シンボル (ラン ド
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lV あわりに
本研究は,関浩和氏の比較 ･分類思考を手がかり
として,中学年社会科学習を改善することを目的と
するものであった｡関氏は比較 ･分類思考を方法的,
手段的なものとして捉えていたが,本研究において
は,比較 ･分類思考を認識形成により深 くかかわっ
ていくものとして位置づけ,地域に対する児童の認
識をより科学的なものへ とすることを目指 した｡
｢地域のお店とは何だろう｣ というMQによって授
業を組織 し,商店 ･大型スーパー ･魚市場という3
つの具体事例の特徴を比較 ･分類することにより,
子どもには捉えにくいであろう,地域そのものの概
念の意味について明らかにしていった｡具体的事例
から導いた特色を比較 ･分類 し,かつその上で総合
化するという方法が有効であるという仮説に基づい
て単元設計を行った｡
本研究の課題としては,まず,開発単元が実践を
経ておらず,単元の成果については実証されていな
い点をあげることができる｡また,比較 ･分類,総
合による認識形成が,他の単元においても可能な一
般化可能なものであるかどうかについてもさらなる
検討が必要である｡今後,実験授業を行いその効果
を検証していきたい｡
【注】
1)文部科学省 『小学校学習指導要領解説社会編』
東洋館出版社,208年8月,p,18.
2)同上,p.19.
3)関浩和 『｢総合的な学習｣につなげる創造型生
活科授業の構想』,社会法人学校教育研究会,
1997年2月,p.23.
4)同上,pp.24-25.
5)同上,p.23.
6)同上,p.26.
7)同上,p.28-29.
8)同上,p.198.
9)同上,p.198.
10)同上,p.199.
ll)関浩和 『子どもの ｢学び｣につなげる社会科授
業の創造』学校教育研究会,2003年 1月,pp.83-
84.
12)同上,pp.37-38.
13)同上,p.38.
14)文部科学省 『小学校学習指導要領 (平成11年
5月)解説一社会編-』日本文教出版,p.28.
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